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四国大学
社会連携推進課

各分野の
教授陣を
派遣

専門的な授業を
してほしい

高　校 高校生

教　授

こんなことを
してみたい !

四国大学　社会連携推進課
TEL　088-665-9953　FAX　088-665-9982

問い合わせ先

〒771-1192
徳島市応神町古川字戎子野123-1
TEL　088-665-1300
FAX　088-665-8037
https://www.shikoku-u.ac.jp/

テニスコート しらさぎ球技場 日ノ上グラウンド

詳細は「四国大学産学官連携シーズ集～連携可能な研究テーマとご利用いただける施設・設備の一覧～」も
あわせてご参照ください。

施設貸出についてはホームページをご覧ください ▼ 　https://www.shikoku-u.ac.jp/

高大連携の
新しい形の提供を



ご挨拶 四国大学・四国大学短期大学部が提供可能な高大連携事業一覧

実施例●
国語　文学作品の解説・研究
英語　四国大学わくわくイング　
　　　リッシュセミナーへの参加

11
教科等の
内容充実に
関するもの

実施例●
アクティブラーニングの
取り組み

22
教育方法の
改善に
関するもの

実施例●
高校と四国大学との
キャリア教育連携講座

33
キャリア
教育支援に
関するもの

　実施例●
　食品の機能性成分の分析・
　評価のサポート
　調理メニューの開発サポート
　　食品衛生検査（微生物検査）
　　　の技術指導

44
高校の
専門研究に
関するもの

実施例●
スポーツ栄養に関する講座
吹奏楽部の指導サポート

55
課外活動の
支援に
関するもの

実施例●
各種分析装置
情報機器
芸術館等

66
施設・
設備の活用に
関するもの

　　　実施例●
高校生の教養を

高めるもの

77
その他

建学の精神
「全人的自立」とは、知識・技術の修得とともに、人間的な成長を志向し、社会に
貢献できる実践的な力を確立することです。四国大学は、建学の精神「全人的自立」
のもと、社会で活躍するための基盤となる知識と実践力を備えた人を育てます。

●本学は立派な社会人として自立できる人を育てます。
●本学は知識を受け入れるだけでなく、自ら考え探究する人を育てます。
●本学は学生と教職員や社会人との触れ合いを重視し、人間性豊かな人を育てます。
●本学は幅広い視野を持ち、社会・地域に貢献できる就業力に富む人を育てます。

「全人的自立」

教育研究組織図
大学院文学研究科 ・日本文学・書道文化専攻

・国際文化専攻

大学院経営情報学研究科 ・経営情報学専攻

大学院人間生活科学研究科 ・人間生活科学専攻

大学院看護学研究科 ・看護学専攻

文学部

経営情報学部

生活科学部

看護学部

附属図書館

学際融合研究所

日本文学科

書道文化学科

国際文化学科

言語文化研究部門

経営情報研究部門

人間生活科学研究部門

看護学研究部門

新あわ学研究部門

人間生活科学科

管理栄養士養成課程

児童学科

経営情報学科

メディア情報学科

音楽科

看護学科

ビジネス・コミュニケーション科

人間健康科

幼児教育保育科

食物栄養専攻
介護福祉専攻

四国大学

四国大学短期大学部

（修士課程）

（博士前期課程・博士後期課程）

（修士課程）

（修士課程）

　2020年は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、高校や大学において“学び”の集大
成となる「卒業式」、そして新入生の「入学式」は残念ながら中止となり、さらに新学期の授
業開始が大幅に遅れるなど大変な事態となっています。世界、そして日本での経済状況・社
会活動も経験したことのない様な混乱・危機に直面しており、これからの社会を担う意欲
ある人材の育成にはこれまで以上に大きな期待が寄せられています。
　四国大学では、建学の精神｢全人的自立｣を掲げ、知識・技術の修得とともに、自ら考え探
求し、人間性豊かで就業力の高い人の育成に努めています。高校との連携におきましても、
｢次世代人材の育成｣を念頭に、これまでの出前授業や教員研修などの取り組みに加え、
時代に対応、更には先取りした多様な取り組みを行っていきたいと考えています。
　高校と大学が密接に連携することにより、生徒や学生の未来に有機的に接続する教育展
開が可能となります。ここでは、そうした有機的な連携の一端をご紹介するとともに、今後
の高大連携に対する新しい形をご提案したいと存じます。ご関係皆様方のご理解とご支援
を頂けましたら幸いに存じます。

高大連携の新しい形の提供を
～高大スクラムで挑む、地域活性化人材の育成～

学 長

松　重　和　美
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